
２０１２年９月１６日から２０日にかけて第十三
回非晶質固体物理国際会議（XIII International
Conference on the Physics of Non―Crystalline
Solids）が中華人民共和国湖北省宜昌市三峡地
区にて開催された。今回の開催地となった三峡
は長江本流にある三つの峡谷（瞿塘峡，巫峡，
西陵峡）の総称であり，１０元紙幣にも描かれ
るほどの名勝地である。長江の両側に高い山が
聳え，霧や雲がかかった三峡の風景はまるで山

水画の世界に紛れ込んだかのような錯覚を覚え
るほど雄大である。この地域には三国時代に劉
備が没したとされる白帝城や，世界最古の水位
観測所でもある白鶴梁など歴史的価値の高い建
造物や史跡が数多く存在する。さらには，国家
プロジェクトとして建設された三峡ダムがあ
る。このダムは長江の洪水抑制や，水運改善，
電力供給を主目的とした大型の重力式コンク
リートダムである。最大発電量は２２５０万 kW
であり，原子力発電所１５基分に相当する。こ
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のダムの構想自体は孫文の時代に提唱されてい
たそうだが，実際に建設が始められたのは
１９９４年からであり，１０年以上の歳月をかけて
建設された。現在では発電によって得られた膨
大な電力を中国各地へ供給している。
今回の会議の会場となった三峡工程大酒店

（The Three Gorges Project Hotel）は三峡ダ
ムの傍に位置する。宜昌空港からホテルまでは
バスで一時間ほどかかるため，アクセスの面で
はやや不便であるが，移動時に車窓から眺める
三峡の山並みは非常に見応えがあった。その一
方で街並みは，生育している樹木が日本と似て
いるためか，海外に来たというよりは日本の田
舎に来たと言った方がしっくりくるような雰囲
気であった。現地の気温も日本と大差がなく，
時差が１時間しかなかったことも，海外という
実感が湧かなかった原因の一つであろう。
さて，講演についてであるが，発表はその内

容ごとに以下の１２セッションに分けられてい
た。
・Phase separation，nucleation and crystalliza-
tion of glasses and glass ceramics

・Mechanical properties of glasses
・Novel glasses―――Bio glasses
・Amorphous alloys
・Glass structure and simulation or theoreti-
cal modeling

・Optical properties of glasses
・Preparation and processing of glasses
・Rheology and glass problems
・Chalcogenide glasses
・Electric properties of glasses
・Glass transition and relaxation phenomenon
・Glass thin films
会議のプログラムによる内訳を見てみると，

口頭発表はOptical properties of glasses が３０
件と最も多く，ついでGlass structure and
simulation or theoretical modeling が２９件，
Amorphous alloys が２３件と続く。その他のセ
ッションが多いものでも十数件であったことを

考えると，これら３つのセッションに関する報
告が特に多いことが分かる。一方，ポスター発
表の内訳はOptical properties of glasses が５３
件と最も多く，次いで Phase separation，nuclea-
tion and crystallization of glasses and glass ce-
ramics が１９件，Glass structure and simula-
tion or theoretical modeling が１６件と続く。
こちらに関してはガラスの光学的特性に関する
報告数が他の追随を許さない格好となった。こ
れはガラスの光学的特性に関する研究が非常に
盛んであることを如実に表している。その内容
も，量子ドットやダイオードといった，具体的
なアプリケーションまで見据えた報告が多かっ
た。その次に講演の多かったガラスの構造に関
する報告では，第一原理計算やMD，逆モンテ
カルロ法などのシミュレーションに関するもの
が多かった。全ての発表において，積極的に議
論が交わされており非常に聞き応えがあったも
のの，発表の行われる部屋によっては縦に長い
構造であったため，後方の席では発表スライド
が見づらかったことは少々残念であった。な
お，今回の会議で発表された論文は，査読の後
に Journal of Non―Crystalline Solids の特集号
および Physics Procedia に掲載されることに
なっており，講演の詳しい内容についてはそち
らを参考いただきたい。
筆者はアンバーガラス融液の光学的特性につ

いてポスター発表を行った。ポスターセッショ
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ンが始まる前は発表に全く自信がなく，どうな
るかが非常に不安だった。英語でのコミュニ
ケーションが不安であったこともあるが，それ
以上に研究成果がどのように評価されるのだろ
うかと思い，非常に緊張していた。ポスターセ
ッション開始直後は，不安と緊張から上手く説
明することが出来ずに悔しい思いをしたが，説
明を繰り返すうちに，気が付けばたどたどしい
ながらも議論ができるようになっていた。終わ
ってみれば，予想以上の方々に興味を持ってい
ただけたことに驚くと同時に非常に嬉しく思っ
た。また，自信の無かった英語での議論につい
ても，予想していた以上にスムーズに行うこと
ができたことには筆者自身も驚いた。しかし，
伝えたかった事全てを十分に表現できなかった
とも感じており，これは今後の課題となるであ
ろう。今回の発表を経験して，筆者は英語の必
要性を痛切に感じた。コミュニケーションに不
安を覚えると，全ての行動に対して憶病になっ
てしまう。今になって思い返せば，人を避ける
ような行動を取っていたかもしれない。これに
関しては会議にせっかく参加したのに，もった
いないことをしたと反省している。また，コミ
ュニケーションの際は，流暢な英語を話すこと
が重要なのではなく，伝えようという意思を持
って話すことが非常に重要であることにも気付

いた。このような国際的な場での発表を通して
様々な課題点や改善すべき点が見えたことは，
筆者にとっては非常に有意義であったと考えて
いる。
今回の会議ではオーラルやポスターを含めた

全発表件数は２９８件であったが，筆者にとって
興味のあった講演のキャンセルが目立ったのは
少し残念に感じた。参加者は３００名程度であ
り，内訳を見ると，中国からは１５０名程度と非
常に多く，次いで日本から２５名，アメリカか
ら２１名，フランスから２０名となっていた。最
後に私事になるが，筆者にとってはこの会議へ
の参加が初めての海外であったため，慣れない
ことも多くあり，様々な場面で戸惑いもあっ
た。しかし，そういった面も全て含めて，今ま
で知らなかったもの，新しいものに触れること
は非常に面白かった。未知の世界はまだまだあ
り，またそれを知ることは心躍るものであると
いうことを再認識できた今回の会議であった。
次回の非晶質固体物理国際会議（Fourteenth

International Conference on the Physics of
Non―Crystalline Solids）は２０１５年９月１９日
から２４日にかけてアメリカ合衆国ニューヨー
ク州ナイアガラフォールズにて開催される予定
である。（www．PNCSXIV．net）
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